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 民間最終消費支出

 政府最終消費支出
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財貨・サービス
の輸入

産出額

市
場
価
格
表
示
の
国
民
所
得

409.7
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＋財貨・サービスの輸出

　最終消費支出
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うち雇用者数
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　国民総所得
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営業余剰・混合所得

479.4
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 政府現実最終消費

409.7

368.1

＋海外からの所得(純)

　財貨・サービスの輸出

海外からの所得(純)

19.9

106.2

22.9

91.8

19.9

▲ 1.9

▲ 0.3

純貸出(+)／純借入(-)

－財貨・サービスの輸入

＋海外からの資本移転(純)

＋海外からの経常移転(純)

479.0

雇用者報酬

最終消費支出
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最
終
消
費
支
出

107.2

565.1

96.9

　国民総所得

財貨・サービスの
輸出

＋海外からの所得(純)

545.1

19.9

　国内総生産

96.9

224.0

443.4
固定資本減耗

31.8

409.7
400.8

金融資産

50.4

負債

190.1
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130.3

9.921成形本資定固総　

4.0動変庫在　

総資本形成

41.6

409.7

 家計現実最終消費

22.9

130.3

202.0 179.1
9.0

16.5

121.3 31.8

8.2 5.0

非金融資産

0.0

金融資産

負債

3.2

財貨・サービスの供給 財貨・サービスの需要

(参考)国内総生産(支出側)

海
外

海 外
(参考)海外との取引

資本労働

(参考)国内総生産(生産側)

(参考)非金融資産の増加

平成29年末（残高）平成29年の資本取引調 整平成28年末（残高）平成29年

対
外
純
資
産

対
外
純
資
産

生
産
要
素
の
投
入

（単位：兆円）

海

外

海

外

海
外

(1)その他の資産量変動 (2)再評価

(参考)現実最終消費

（注）１．　　は財貨・サービスの処分等を、　　は所得の処分等を示している。　　

２．四捨五入の関係上、内訳項目を合計したものは、総額と必ずしも一致しない。

３．平成28年末の残高に平成29暦年間の資本取引を加え、さらにこれらに関する価格変動の影響等を調整（加減）したものが、平成29年末の残高となる。


